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『ハマータウンの野郎ども』の現代的視座
― 現代の〈野郎ども〉はいかに社会へと移行しているのか ―
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The Contemporary Viewpoint of Learning to Labour
― How do today’s “Lads” transition to society? ―

Mitsuhiro Ogawa

Abstract: The aims of this article are to review the studies about today’s “lads” in Western 
countries and get some suggestion for youth studies in Japan.　After the publication of 
Learning to Labour by P. Willis, many researchers have studied about lads who are 
nonacademic, school-disaff eted white working class boys seeking to traditional masculinity 
of working class.　However, by increasing of “feminized work” in recent structural change 
of economy, disappearance of traditional class cooperativity and development of 
individualisation, lads have had many diffi  culties to get working class jobs and transition to 
society.　This leads to the question how today’s lads seek to transition from “boyz to men.”  
According to the earlier studies, they try to become working class men through the 
practice or restructuring of traditional subculture of regional working class in new 
circumstances instead of getting working class jobs.　This implication needs us to reveal 
the meaning of transition from school to job or from “boyz to men” with diversity of each 
youth and social, economical and cultural context where they live.　Then, the perspectives 
to practice of subculture are very useful to apprehend organically refl exivity, community 
and identity of youth.
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１．はじめに

　本稿の目的は，Paul E. Willis, Learning to Labour: 
How working class kids get working class jobs, 
Ashgate Publishing Limited, 1977（=1996，熊沢誠・
山田潤訳『ハマータウンの野郎ども－学校への反抗，
労働への順応－』筑摩書房）に描かれたような労働階
級少年に関する研究を概観し，現代の労働階級少年が
移行期をいかに経験しているか，その諸相を探ること
にある。
　本書は，イギリスのバーミンガム大学現代文化研究
セ ン タ ー（The Centre for Contemporary Cultural 

Studies）に所属していた社会学者，ポール・ウィリ
スによるエスノグラフィーである。そこで鮮やかに描
かれたのは，労働階級の少年たちが学校の規範に反抗
し，自分たちの信じる将来（肉体労働の世界）に向かっ
て独自のパースペクティブを確固たるものにしてゆく
過程が，実のところ中産階級（やつら）／労働階級（お
れたち）という階級構造を再生産する過程である。「20
世紀のもっとも壮大な教育研究のひとつ」（Dolby 
and Dimitriadis 2004）と評される本書に対する反響
は，刊行以降長らく続き，その影響力は世界的な広が
りを有することとなった。1981年にアメリカでも出版
され，その後フィンランド，ドイツ，日本，韓国，ポ
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ルトガル，スペイン，スウェーデンなど世界各国の言
語に翻訳されてきた（Griffi  n 2005）。日本においても
多くの研究者の注目を集め，訳書が出版された1985年
から数年のうちに「これを知らないと肩身のせまい思
いをする本の一つになった」（山本 1988）。
　しかしながら，近年では諸外国の若者による「学校
から職業への移行」に関する理論的・経験的研究の知
見は日本にも多く紹介されているものの，ウィリス

（1977=1996）に続く労働階級少年の社会化過程を扱っ
た研究への注目は，欧米における研究蓄積の豊かさか
らすれば必ずしも多くない。そこで本稿では，欧米を
中心に近年の野郎どもに関する研究動向を整理し，日
本の若者研究に対する示唆と課題を指摘したい。

２．『ハマータウンの野郎ども』の概要

　本稿の中心的な議論に入る前に，〈野郎ども〉the lads
とはいったいどういう存在なのかを示しておきたい。
　ウィリスが行ったフィールドワークは，イギリス中
部のある伝統的な工業都市を舞台にしている。『ハマー
タウンの野郎ども』のなかで〈野郎ども〉the lads と
自称したのは，当該地域のセカンダリー・モダン・ス
クールに通う白人労働階級出身の若者たちである1）。
彼らは，教師への反抗やからかい，飲酒，喫煙，逸脱
的なファッション，笑いふざけなどを「反学校の文化」
として実践する。また，同じ労働階級子弟であるがそ
うした文化を実践できそうにない〈耳穴っ子〉ear’ 
oles－向学校的で向学業的，権威に従順な生徒たち－
を排斥し，優越感をもって見下す。野郎どもが反学校
の文化，なかでもその身体的実践にこだわるのは「そ
れが学校への不服従を表す行為であるからだが，その
行為に大人の世界の価値観と行動様式を重ねて見てい
るからでもある。大人の世界，とりわけ，成人した男
性労働者の世界，それが〈野郎ども〉が反抗し結束す
るときの準拠すべきもの」（p.52）となる。彼らの「成
人した男性労働者の世界＝職場の文化」に対する憧れ，
イメージは，次のようである。すなわち，「異性にか
かわる欲望や『大酒喰らう』性癖や『ズラかろうぜ』
という暗示や，その他さまざまな感情を，野放図にと
まではゆかいないまでもほどほどに自由に表現できる
場所，職場とはそういうところでなければならない。

（中略）労働現場には必ず上司がおり，したがって『や
つらとわれら』の対立があり，そこにはつねに立場の
不確かな中間者がいてやっかいごとを引き込むもので
ある。だから，職場の気風は本質的に男っぽいものと
なる。『女々しい』男ではやってゆけない。『テキパキ
とふるまう』ことが大切だ」（pp.237-238）と2）。

　このような価値基準を内面化する野郎どもは，いか
に学校から職業へ－ウィリスにならえば「教室から工
場へ」－移行してゆくのか。「反学校の文化」のもと進
路指導からすすんで「落ちこぼれ」，筋肉労働の将来
を選び取っていく彼らの進路選択過程は，「学校に

『さっさとおさらばする』という表現のほうがよほど
実情にあっている」（p.248）とされるほど学校規範か
ら逸脱するものであった。野郎どもに対し，学校は「労
働の世界の現実の広がりが（中略）多彩であることを
示して，たとえ成績の序列では『底』に位置しても，
なお労働において満足を見出しうる多様な選択肢が実
在する」（p.221）ことを説く。しかし，学校や教師に
反抗する少年たちは，学校や教師への「順応と服従」
が自分たちの信じる将来に何ら役立ちそうもないこ
と，労働の内容はどれをとっても同質であるのにそれ
を選び職務を生きがいとすることの無意味さ，一部の
者だけが成功する条件を全員が従うべきものとする公
教育制度の矛盾，を見抜いていた。これらの少年たち
の認識をウィリスは〈洞察〉とよび，肉体労働の世界
に将来を展望する彼らの「イデオロギーに対する能動
的な改竄者」としての主体性を強調している3）。「学
校を終えた後に待ちかまえる人生は，彼らには疑いよ
うもなく明確であった。彼らは父親たちと同様，底辺
の単純肉体労働の世界にはいっていくことを見通し，
だからこそ，そういう仕事の世界にとって何の役に立
ちそうもない学校の勉強と教師にたいし，彼らは意気
揚々と反抗していた。そして，学校をともにサボり，
教師をからかい，騒動を繰り広げる仲間たちは，やが
て同じ職場に入り，仕事明けや休日をともに過ごす，
一生の仲間であると信じて疑わなかった」（乾 2010, 
p.65）。
　このようにウィリスは，野郎どもが「ほんとうの男」
へと成長する過程を彼らの生活世界に寄りそいミクロ
な視点から描き出した （Willis 1977=1996）。しかしな
がらそこに提示されたのは，少年から大人の男への移
行が学校から職業への移行とほぼ同義であった，1970
年代前半の物語である（Bates 1984; Hollands 1990; 
McDowell 2001）。
　この物語を成立させた重要な要因として当時の肉体
労働市場の豊かさがあげられる（Jones and Wallace 
1992=1996）が，ウィリスはそうしたマクロな経済環
境が野郎どもの社会化過程を可能にした点に十分言及
していない。しかし，現代の問題に関心を寄せるわれ
われはこの点にこそ注意を払わなければならない。
1980年代以降の脱工業化，新自由主義化のもとで産業
構造は大きく転換し，労働市場から肉体労働が消え
た。それにより，労働階級の少年たちには「働くこと
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を学ぶこと（learning to labour）」よりも「サービス
することを学ぶこと（learning to serve）」が求めら
れるようになってきた（McDowell 2000）。このことは，
かつて野郎どもが野郎どもたりえた諸条件が揺らいで
いることを意味している。ゆえに，現代の労働階級少
年による進路形成やアイデンティティ，「少年から大
人へ（boyz to men）」（Nayak 2003, 2006）の移行は，
ミクロな過程でありながら彼らを囲繞するマクロな社
会変容を無視しては論じられなくなっている。われわ
れは，ウィリスの提示した物語を「あの時あの場所の
こと」（Kenway and Kraack 2004）と限定的にとらえ，
現代の野郎どもに生きられる物語を新たに描き出さな
ければならない。
　こうした認識にたつ本稿では，まず，欧米の議論か
ら近年の社会経済変容が若者たちに突きつけている課
題について整理する。次に，そうして不安定化した世
界を現代の労働階級少年たちがいかに生きているの
か，その諸相を探りたい。

３．欧米における移行過程の変容

　それでは，欧米先進諸国における若者の「学校から
職業への移行」は今日どのような様相を呈しているの
か。まずは，ヨーロッパにおける移行過程のマクロな
変容とその性格について概観しておこう。
（1）理論：後期近代と個人化
　先に述べたように，『ハマータウンの野郎ども』に
おいて少年たちが学校から職業へと移行する際，彼ら
は「反学校の文化」，すなわち自身の出身階級の文化
を見事に実践していた。文化は集団を下部構造としな
い限り成り立たないとウィリスが断言したように

（Willis 1977=1996），1970年代当時は，移行そのもの
が労働階級コミュニティやインフォーマルな仲間集団
を下部構造とする，労働階級の文化と結びついてい
た。すなわち当時の〈野郎ども〉は，労働階級文化や
反学校の文化のもとで将来の職業生活を展望すること
が可能であった。あるいは，家父長制や男尊女卑を軸
とした「男らしさ（masculinity）」を信奉し，立派な
大人の男を職場の文化に求めることが可能だったので
ある。
　しかし，1980年代以降の社会経済変容は多くの若者
から上のような見通しを奪った。1970年代にはじまる
グローバル経済の進行に付随して，流動的な資本主義
は労働者に多大なリスク，不安定，職業アイデンティ
ティの喪失などをおよぼすようになってきた（Bauman 
1998=2008; Sennet 1998=1999; Beck 2000）。
　こうしたなか，若者の移行過程の変容がヨーロッパ

でどのように捉えられてきたかについて整理している
のは，乾（2010）である。彼は，「A．ギデンズ，U．ベッ
クらの『後期近代（late modern）』と『個人化（indi-
vidualisation）』などをめぐる理論は，ヨーロッパに
おいて若者の移行過程変容の今日的性格を理解するう
えで，しばしば参照されてきた」（p.64）とし，これ
らの議論を次のように整理している。
　ベックのいう個人化は，従来の社会の形式であった
各種カテゴリー（階級，身分，ジェンダー役割，家族
など）の解体・断片化という側面と，それによってモ
デルを失った諸個人に自身の生活を調整・管理するこ
とを求める側面とを包含する（Beck 2001）。こうし
た個人化は，現代社会のシステム上，諸個人を強制的
に巻き込むものであるため「自分の生活と人生をコン
トロールする行為主体（agency）としての個人への
重要性への注目を促す」（乾 2010, p.74）。ここで，後
期近代における行為主体をどのようにとらえうるか，
その理論化を試みてきたギデンズの議論（Giddens 
1991=2005）が重要になる。「彼の議論において一つ
のキーとなるのは，再帰性（refl exivity）という概念
である。再帰性とは行為主体が自己の行為の結果をモ
ニタリングしながら，それを通じて自己のその次の行
為をコントロールしていくことを指す」（乾 2010, 
p.78）。伝統的な共同性の消失を前提とし，ベックよ
りも行為主体としての個人を強調するギデンズによれ
ば，自己が「再帰的プロジェクト」であるということ
は自己アイデンティティの保持がもっぱら諸個人によ
る主体的な模索と構築活動＝自己の再帰的な努力に依
存するということを意味する。
（2）現実：経験的研究の動向
　しかし，こうした理論が現実をどれほど正確にとら
えているかということについては，様々な見方があ
る。例えば H．ブラッドレイらは，こうした主張は必
ずしも体系的な経験的研究にもとづいたものではない
と指摘する（Bradley and Devadason 2008）。むろん，
ギデンズやベックの理論は「今日の先進国の若者たち
の〈学校から仕事へ〉の移行とその背後にある問題の
一つの側面を捉えるうえで有効な装置」ではあるが，

「実際に起こっている変化は，彼らがいうほどに完璧な
ものでも全面的なものでもない」（乾 2010 pp.102-103）。
　乾（2010）は，移行過程に関するヨーロッパの実証
的研究の知見を紹介しながら，先の理論的議論を相対
化している。例えば，「徹底的に発展したモダニティ
の基礎単位は一人ひとりの個人である」というベック
の主張に対し，S. J．ボールら（Ball, Maguire, and 
Macrae 2000）を引用して，若者たちの社会的見通し
やアイデンティティ形成に家族の重要性を指摘し，ま
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た彼らの間の進路格差が明らかに階級的な格差として
表れていると指摘する。あるいは，行為主体の重要性
の高まりが階級秩序そのものを変容させつつあるとい
う明確な主張を展開している研究者として M．デュボ
ア＝レーモンを挙げ，彼女が注目する「若者文化資本

（youth cultural capital）」 （Du Bois-Reymond 2005）
を紹介している。それは，従来の家族を通じて伝達さ
れる資本ではなく非制度的な同輩関係を通じて獲得さ
れる，ゆえに若者において出身階級からの制約を減退
させうる資本であるという。たしかに，若者文化につ
いては消費文化の影響力の増大とともに階級間の差異
が曖昧化していることが共通認識になっている

（Furlong and Cartmel 2007=2009）。しかしながら，K. 
ロ バ ー ツ ら が 主 張 す る「 構 造 化 さ れ た 個 人 化

（structured individualization）」（Roberts, Clark and 
Wallace 1994）や，その議論を発展させた A．ファー
ロングらの「認識論的誤謬（epistemological fallacy）」

（Furlong and Cartmel 2007=2009）などの議論にみ
られるように，多くの研究者は階級的制約が大きく変
化したということに懐疑的であるという4）。
　後期近代の理論を「共同性のないアイデンティティ
は可能か？」と相対化する乾（2010）は，一方で若者
個人とネットワークやコミュニティとの関係を重要視
する。ギデンズらは，個人化の進行に際し，アイデン
ティティの維持はコミュニティから切り離された個人
の自己再帰性によるものとした。しかし，近年の実証
研究はむしろ，若者のネットワークやコミュニティに
着目してその重要性を指摘するようになってきている
という。すなわち，「伝統的コミュニティが大きく動
揺し，断片化されているとはいえ，コミュニティは消
滅したわけではなく，多様な形態で存続しあるいは新
たに生まれている。（中略）断片化し多層化したコミュ
ニティと若者たち一人ひとりとの関係を丁寧に見るこ
とが求められている」（乾 2010, pp.112-113）のである。

４．〈野郎ども〉の今日的諸相

　以上，欧米の若者による職業への移行，大人への移
行の特徴に関する理論的，経験的研究を概観した。そ
こには，欧米の若者の移行を捉える際に後期近代の概
念および個人化の進行という理論枠組みがしばしば参
照されてきたという側面と，しかし依然として若者の
有するコミュニティが彼らの職業移行やアイデンティ
ティに大きく影響しているというマクロな実証分析の
結果が存在していた。では，以上の社会経済変容およ
びそれが導いた若者の課題を，今日の野郎どもはいか
に経験しているのだろうか。

（1）グローバル化と労働階級の若者たち
　今日の学校，仕事，階級，資本の関係の理論化，ま
た，若者たちの学校・仕事上のアイデンティティを理
解するための理論構築を目指す際に，グローバルな再
配置の進行を看過することはできない（Dolby and 
Dimitriadis, 2004）。かつてウィリスは，国家と経済，
そして学校との間に強い関係を想定していた（Willis 
1977=1996）。しかし，経済と教育のシステムが国家
的な文脈を脱しグローバル化に巻き込まれるにつれ，
そのようなつながりはもはや強いものではなくなっ
た。ウィリスの階級再生産に関する理論は，肉体労働
の衰退，労働のサービス業化によって再考を余儀なく
されることとなったのである（Arnot 2004）。
　経済構造の変容と肉体労働産業の衰退は，工場で働
く父親を持つ少年たちにとって衝撃的であった。父親
の仕事と同じような仕事がなくなると，少年たちは「本
当の仕事（real work）」への期待をなくしてしまった。
若年労働市場の崩壊や工場労働から新しいテクノロ
ジーへの転換，加えてサービス産業の拡大。これらす
べてが，少年たちの学卒後雇用機会に根本的な影響を
およぼした。野郎どもは，伝統的な見習いや縁故によ
るコネといった従来の学校から職業への移行をもはや
期待していないのである（以上，Arnot 2004）。
　では，「本当の仕事」をなくした労働階級の若者た
ちは，今日の社会・経済状況をいかに経験しているの
だろうか。先に述べたように，かつては学校を卒業し
労働に従事するようになることが少年から大人への移
行を意味していた。1970年代前半という完全雇用の時
代の野郎どもは，最低年齢で学校を卒業し，職に就き，
賃金を稼ぎ，世帯に貢献するという労働階級に規範的
な移行パターンを追求することが可能だったのである

（Jones and Wallace 1992=1996）。ところが，ウェイ
ターや公務員，バーの店員，コール・センターや単調
なサービス業で満たされた今日の世界において，労働
階級の少年たちはいかに大人への移行を成し遂げよう
とするのか，という問題が顕在化してきている（Nayak 
2003, 2006）。先行研究のなかには，そうした労働・移
行環境の変化における困難を自明のものとして受け入
れる若者像＝「適応世代」（Bradley and Devadason 
2008）を提出するものも認められるが，果たして労働
階級の少年たちはみな現在の状況に適応しているのだ
ろうか。あるいは，「個人化」「自己の再帰的プロジェ
クト」や伝統／新興のコミュニティや社会的カテゴ
リーの問題を，今日の野郎どもの移行過程と生活世界
においてどのようにとらえればよいのだろうか。この
問いは，マクロな視点での調査研究や理論研究によっ
て説明されてきた現代社会を，「生きられるもの」と
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してミクロな視点から描き直すという課題を提示して
いる。
（2）サービス産業時代の〈野郎ども〉
　J．ケンウェイらは，脱工業化する地域経済に対する
少年たちの反応について，オーストラリア内の２地域
を調査している（Kenway and Kraack 2004）。当該
地域の男性はこれまで，仕事をうまく，バリバリとこ
なしそこそこの賃金を得ること－「ハードな仕事を首
尾よくこなすことで一目置かれること」（Willis 
1977=1996，筆者訳）－によって尊敬と評判を獲得し，
家族を養うことを規範的な男らしさ（masculine 
imperatives）としてきた。しかし，近年のサービス
産業化＝「女性化された労働（feminized work）」の増
加は，地域の労働階級の仕事を不安定化させ，男たち
から自信を奪うこととなった。その結果，労働階級少
年たちはもはや「本当の仕事」に就くことができず，
労働階級の男らしさの再生産は破綻してしまったので
ある。
　ところが，ケンウェイらの調査地域のひとつでは，
そこに根付く男らしさの観念はそれを支える経済基盤
を失ったにもかかわらず健在であった。白人労働階級
の少年たちは，なるだけ早く学校を離れて事務方仕事
でない仕事を求めていた。ハマータウンの野郎どもの
ようには労働世界を歩めないとしても，彼らは新たな
教育的・経済的要求に合わせて自己を再構築すること
には拒絶的である。男らしさや労働に伝統的なまなざ
しを向け，それとは異なる男性像を模索することはな
い。そうした伝統的な男が今では「お払い箱」「使い
物にならない」ものとして表象されようと。
　他方，もうひとつの調査地域－より多様でダイナ
ミックな文化－に新しい男らしさの片鱗を認めること
もできる。そこには，労働階級という概念をイデオロ
ギカルに残しながらも観光産業や接客業に身をゆだね
ていく若い男性たちが関わっている。彼らは，当該地
域において伝統的でない仕事を，しかしジェンダー的
な言い回しで伝統的なものと再定義する。つまり，そ
れらの仕事のより男らしい側面を取り上げて語った
り，彼らが従事する女性的労働を男らしいものとして
再構築するのである。このことは，地域の階級コミュ
ニティのなかでなされてきたアイデンティティの形成
と維持が，地域のマクロな構造的変容に対応して再帰
的に達成されつつあることを示唆しているといえよう。
　乾（2010）は，「アイデンティティの形成・維持の
ほとんどが再帰性にのみ回収されるわけではない」

（p.113）とギデンズを批判し，若者個人とコミュニティ
との関係に注目する必要性を説いている。しかし，こ
うした議論が個人的な「自己の再帰的プロジェクト」

か，それともコミュニティの影響力かという，二項対
立のパースペクティブをはらむ可能性には注意しなけ
ればならない。むしろ，ケンウェイらの調査研究から
われわれが読みとるべきことは，個人をコミュニティ
のメンバーととらえ，彼らによる再帰的な営みが彼ら
の生きるコミュニティや世界において意味するところ
を検討する必要性である。
（3）少年から大人の男へ：「身体の再帰的実践」
　このように課題を設定するとき，A．ナヤックによ
る研究が興味深い。彼の関心は，それまで豊富だった
労働者階級の仕事が消滅し脱工業化経済が広がる不安
定な時代を，労働階級の若者たちはいかに生きている
のかということにある（Nayak and Kehily 2001）。
　この課題にアプローチする際にナヤックが注目した
のは，労働階級少年の仲間集団に共有されたサブカル
チャーがもつ意味である（Nayak 2006）。ナヤックは，
戦後イギリスの労働者雇用を支えた工業が1980年代を
通じて衰退し，構造と文化のレベルの大きな変容を導
いたと同時に，大人と職業世界への進路を急速に変
化・多様化させてきたとする。ここで彼は，先に紹介
したベックの議論に乾（2010）とは少し異なった側面
に注目している。つまり，後期近代におけるリスクは
階級社会を撤廃するのではなく，強化するのであり，
むしろ大量の非正規雇用はさらに個人化した労働経歴
とリスクの高い生活軌道を導く様々な不完全雇用の新
たなかたちへと変わりつつあるということである

（Beck 1986=1998）。ナヤックは，このような経済側
の変動にともなう文化変動のなかで揺らぐ地域的な階
級アイデンティティを，若者が創りかえ再構築してい
くその具体的様相を彼らのサブカルチャーに見出して
いる。
　ナヤックの調査は，イングランド北西部の都市にお
ける２つの少年グループ（熟練労働者家庭出身者と長
期失業家庭出身者）に対し学校や市街地など様々な場
所で実施された。調査の焦点は，少年たちの余暇の生
活スタイルや，仲間集団や学校教育から労働の世界へ
と移行しようとするにつれ増加する脆弱で複雑，かつ
矛盾的な選択におかれていた。調査が行われた地域は，
1970年代まで造船，石炭鉱業，重機械工業と結びつき，
歴史的には経済資源に富んで繁栄してきた。この地域
の光景は，しかしながら1980年代の連続的坑道閉鎖に
よって一変した。世界的に名高い造船業においても，
競争的な世界経済や貧しい経営状態，市場に対する負
の投資や過剰生産によって合理化が進行した。さらに，
労働階級の男くささを払拭しようと「再ブランド化

（re-branded）」が進行し男らしさの社会基盤が消滅す
るにつれ，それは新たな文化産業（ナイトクラブやレ
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ストラン，カフェ・バーなど）に取って代わられたの
である。
　「坑道からクラブへ」という変容は，物質的光景と
地域的なアイデンティティに大きな影響を及ぼした。
ソフト経済がこの地域の経済基盤を変え，女性労働力
の増大が労働市場における性役割を大きく変容させ
た。一方で，「煩わしさ」「非体制者」「反抗」で特徴
づけられてきた労働階級男子の身体－タフネスを通じ
て蓄積される資本であり，もっともおなじみの階級指
標－は今，失業のリスクに適応しなければならなく
なった。
　本稿では，ナヤックが調査した集団のひとつ，自称

「真のジョーディー（Real Geordies）」たちの経験や
世界に注目したい5）。真のジョーディーとは，新しい
カフェやバー，ナイトクラブに馴染んだ白人の若年男
子集団である。彼ら「地元の野郎ども（local lads）」
が共有する家族の労働史（白人の男らしい肉体労働の
遺風）は，彼らに独自な価値観，解釈，実践を生む基
盤となる。ジョーディーの語源は，地元民を示すもの
であるとか，炭坑夫に与えられた名称であるといわれ
ている。しかし，大人と職業世界への進路が急速に変
容し多様化・混迷化している現在，もし真のジョー
ディーが文字通り職業的な意味においてもはや「真」
でありえないとしたら，このアイデンティティはいかに，
何のために，何を意味して用いられるのであろうか。
　真のジョーディーたちは，仲間たちと「飲み屋をは

0

しご
0 0

する（circhit drinking）」（Hollands 1995）こと
で享楽主義＝労働階級の伝統，地元の白人男性らしさ
を維持・復活させ，究極的に創りかえていた。彼らは，
スーパーマーケットなどのパートタイム労働で懸命に
稼いだなけなしの

0 0 0 0 0

金銭を，しかしそれに矛盾するよう
に多くの飲み屋に顔を出し労働階級文化の伝統的基盤
へ投資し続ける。さらに，飲み屋で交わされる喧嘩や
フットボール，性的行為についての逸話は彼らの集団
の日常を構成している。これら一連のサブカルチャー
は，職場以外の場で工業期の男らしい文化の形式を取
り戻すことを意味し，彼ら個人に生まれつき備わっ
てはいない「身体の再帰的実践（Body-refl exive 
practices）」（Connell 1995）として理解されるべきも
のであった。しかしながら，ジョーディーの意味がか
つて「生産」（炭鉱や工場）の過程と結びついていた
場所は，新たなサービス経済のなかで「消費」のアリー
ナ（飲酒，クラブ通い）に取って代わられた （Hollands 
1995）。
   「本当の仕事」を欠いた真のジョーディーたちは，
家族のなかに刻み込まれ，仲間内で共有されるかつて
の職業文化の暗黙の形跡を成立させているように思わ

れる。たしかに，伝統的な「立派な男（Respectability）」
の面影にすがりつつ変化の先端で自身の階級的不安定
を露呈させる彼らを，「支配的な男らしさ（dominant 
hegemonic masculinity）」の担い手というには無理が
ある。それでもジョーディー・アイデンティティは，
工業期の労働階級文化を再構築する新しい実践の中で
息を吹き返した。また，そうした自己認識の基盤とな
る同質な仲間のネットワークおよび家族は，安定を提
供し，期間は曖昧だがより融通のきく若者の移行を支
えている。肉体労働は相続できなかったものの，こう
したコミュニティやネットワークのなかで彼らは「黄
金の過去（golden past）」と自分とを重ね合わせなが
ら真のジョーディーとして少年から大人へ，社会へと
移行してゆく。つまり，職業的な移行が困難な現代に
おいて，文化的な大人への移行がサブカルチャーの実
践を通して再帰的に達成されるのである。

５．おわりに

　欧米の理論的研究では，近代型コミュニティの崩壊
とともに，「個人化」（Beck 2000）や「自己の再帰的
プロジェクト」（Giddens 1991=2005）といった概念
が一定の関心を集めてきた。しかしその一方で，経験
的研究の関心は必ずしも個人へのみ払われているわけ
ではない。階級，人種，ジェンダーといった社会的カ
テゴリーへの注目は依然として根強い。そうした変数
がもともと重要視されてきたという欧米各国の社会
的・歴史的背景の影響もあろう。しかし，特定の若者
層に共有された価値観や生活様式を解釈する文脈を与
えてくれるコミュニティやインフォーマル・グループ
への今日的関心は，いまや新しい課題を提示している。
　現在の労働階級出身の若者たちは，マクロな構造変
容（新自由主義経済やサービス業化する労働市場）の
なかで，職業への移行とともに地域的な労働階級アイ
デンティティの再構築を迫られており，そのなかで少
年から大人への移行を成し遂げなければならない。本
稿では，こうした現実に直面する今日の野郎どもの経
験に対して，彼らのサブカルチャーに注目し，個人の
再帰的実践，地域の階級コミュニティやインフォーマ
ルな集団，アイデンティティという３つの事象を有機的
にとらえるナヤック（Nayak and Kehily 2001, Nayak 
2003, 2006）のミクロな視点とアプローチに注目し
た。少年たちのアイデンティティ形成や社会への移行
過程において出身階級コミュニティの労働史や文化が
参照されていたように，特定の社会層には彼ら固有の
移行・社会化過程がひらかれている。加えて，それが
いかなるものかということは，地域やコミュニティの
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社会的経済的文脈を理解し，現在の若者の実践に寄り
そうことで明らかになる。こうしたアプローチは，階
級文化のミクロなダイナミクスに対する関心（Willis 
1977=1996）を継承しつつ，それを今日のマクロな文脈
に据え直すという重要な課題を提起しているのである。
　ひるがえって，日本においても学校から職業への移
行のみならず，若者が大人になる，自立するうえでの
困難が指摘されている（宮本 2002；中西・高山編 
2009）。しかしながら，労働世界の状況と若者たちの
コミュニティ，彼らのアイデンティティをめぐる複雑
な相互関係をサブカルチャーに見出し，その上で若者
の移行過程を論じた研究は決して多くない。筒井・阿部

（2008）は「配管工」「大工」の世界へのフィールドワー
クから，「ヤンキー文化」と親和性をもちその再生産
に寄与してきたブルーカラー労働における「職人」像
の変容を指摘した。その上で，このことが今日のヤン
キー文化の衰退を導いており，さらに新しい職人像に
対応した新たな若者文化が生まれてくる可能性を論じ
ている。ここでは若者の労働とサブカルチャーが関連
づけられているものの，ブルーカラー労働という特定
世界に生きる若者のインフォーマルな仲間集団の諸相
や，そこで展開される「身体の再帰的実践」といった
ミクロな過程は看過されている。この意味で，残念な
がら「階層によって異なる社会化のあり方という認識
を日本にあてはめた議論はほとんど存在していない」

（高山 2009, p.367）6）。もちろん，欧米社会を説明する
ための概念（階級や人種など）をそのまま日本に持ち
込むことはできない。そうではなく，本稿は，各地域
社会の文脈をふまえたうえで，若者のサブカルチャー
に自己再帰性／コミュニティ／アイデンティティをと
らえる枠組みの可能性を主張する。労働世界への参入
は何を意味し，大人になる，社会に出るというのはど
ういうことなのか。これらの意味を若者それぞれの世
界や物語から紡ぎだし，多様な生活世界における多様
な社会への移行のあり方が明らかにされなければなら
ない。

【註】

１）高等教育機関への進学希望者が通ったグラマー・
スクールと異なり，セカンダリー・モダン・スクー
ルは職業教育の比重が高く，いわば就職する労働階
級少年のための中等学校であった。

２）このようなウィリスの分析には，ジェンダーや人
種のダイナミクスを軽視し（Dolby and Dimitriadis, 
2004），またそのことで野郎ども自前の性差別的な
ステレオタイプを強化している（McRobbie 1991）

という批判がある。それに対して近年では，C. ジャ
クソンをはじめ，女性版の野郎ども（ladette）に関
する研究がなされている（Jackson 2002, 2006ab）。
あるいは，M．アシュレイはバレエを習う労働階級
少年の語りを解釈し，白人労働階級少年＝不良な野
郎どもという言説に異議を唱えている（Ashley 
2009）。

３）ところが，これらの洞察は「常識」やイデオロギー
からの影響＝〈制約〉によって「形成の途上ですで
にねじ曲げられ，矛先をそらされ，かたちをゆがめ
られてしまう」（Willis 1977=1996, p.294）。彼らの
洞察は十全な発展を遂げることなく「部分的な洞察」
へと押し込められ既存の体制へつなぎとめられる。
この点で彼らは資本制社会における階級構造の再生
産に寄与してしまう。しかしウィリスが強調したの
は，「支配イデオロギーの受動的な担い手にとどま
りえないのであり，既存の社会構造を再生産するに
しても，闘争や抵抗や部分的な洞察を行う，イデオ
ロギーに対する能動的な改竄者」（p.409）としての
野郎どもだった。

４）認識論的誤謬とは，若者の多様化した移行，およ
びその過程における種々の困難を自己責任の問題と
して受け入れ不安を募らせる主観が，しかし一方で，
依然として階級や人種，ジェンダーといった社会構
造が個々人の生活と人生に大きく影響していること
を示す客観的データと乖離していることを表現する
ものである（Furlong and Cartmel 2007=2009）。

５）ナヤックが調査したもう一つの若者グループは
「チャブ（Chav）」と呼ばれる長期失業家庭出身の
若者たちである。チャブとは，ストリートスタイル

（キャップ，スウェット，トレーナー，ジャラジャ
ラした金色のアクセサリー）で独特の歩き方（猿の
ように前かがみでゆっくりとした大股の足取り）を
する若者たちである。チャブは金銭の欠如とその粗
野なスタイルによって正規のナイトタイム経済から
排除されている一方で，ストリートの文化に身を染
めるという身体の再帰的実践によってアイデンティ
ティを達成している。また，真のジョーディーたち
はチャブ達を蔑視しているが，そうした差異化も彼
らのアイデンティティ形成に明確に寄与している

（Nayak 2006）。
６）マイノリティ研究における社会化・就職問題は多

く論じられてきたが，今後はそうした「社会階層」
だけでなく，多様化し多元化する若者層や労働世界
に固有の移行のあり方を想定する必要があろう。
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